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1 はじめに

トマ トの養液栽培では、培地にロックウール (以下、

RW)を用い、排液を系外に排出するかけ流し式である場

合が多い。しかし、RWは使用後に産業廃棄物として処理

する必要があり、生産者にとつては大きな負担となつて

いる。また、かけ流し式は肥料代の増加だけでなく、環

境負荷の増大も問題であり、排液を再利用する循環式ヘ

の移行が望まれている。一方、稲作地帯の地域資源とし

て豊富に存在する籾殻は、様々な活用方法が検討されて

おり、経年劣化が小さい籾殻くん炭は酬の代替培地とし

て有望であると考えられている。籾殻くん炭を養液栽培

の培地に用いた場合には、カリウムの溶出やpHの上昇が

報告されている
°が、実際の栽培における生育、収量ヘ

の影響については明らかでない。そこで、 トマ トの養液

栽培において、培地に籾殻くん炭とRWを用いた場合の、

循環式とかけ流し式の生育、収量、培養液中の主要要素

の推移について比較した。

2 試験方法

試験 1:循環式とかけ流し式の生育、収量の比較

図1に大型養液栽培システム (定植株数各区約140株 )

の概要図を、表1に試験1の試験区を示した。:試験区は、

培地として籾殻くん炭とRW、 排液の処理方法として循環

式とかけ流し式を組み合わせた4区 (反復なし)を設け

た。供試品種に `桃太郎8'を用い、2月 6日 に播種、3月

26日 に定植した。栽植様式は、うね幅21m、 株間025m

の1条植えとし、主枝1本仕立ての左右振り分け誘引とし

た。給液濃度は、12～ 1 5dS/mの範囲で生育に応 じて管

理した。給液量は、循環区のベンドから排出して再利用

される培養液が給液量の20%程度となるように生育、天

候に応 じて設定し、かけ流し区は循環区に準じた。なお、

給液量は株当たり10～ 59L/日 となつた。収穫は第 10果

房まで行つた。また、くん炭区は保水力が低かつたため

に、水位調節パイプを2cm高 く設定した。

表1 試験区の構成              ___
区名       培地の種類 ツト液の処理
くん炭・循環   籾殻くん炭 再利用 (循環式)
くん炭・かけ流し 籾殻くん炭 排出 (かけ流し式)
RW・ 循環 RW     再利用 (循環式)
RW・ かけ流し   RI     排出 (かけ流し式)

試験2:培地による培養液中の主要要素の推移

小型養液栽培装置 (定植株数各区10株)を用いて、培

地として籾殻くん炭とRTの 2区 (2反復)を設定し、 pH

および主要要素の推移を調査した。各区はそれぞれ独立

しており、給液は70リ ットルタンクから栽培ベンド
ヘ小

型ポンプにより行つた。2～ 3日 ごとに減水量分を培養液

(1 2 dS/m)で 補充した。補充した後のタンク内の培養

llkを 7日 ごとにサンプリングし、EC、 pHお よび主要要素

を分析 した。。供試品種、育苗条件、栽培条件などは試

験 1に準じ、4月 24日 に播種、6月 5日 に定植 した。

なお、試験 1、 試験2と もに試験開始前に、RWはpH調整

のために培養液へ浸演処理、籾殻くん炭は1時間の通水

処理を行つた。

3 試験結果及び考察

試験 1:定植後の生育とa当 たり収量を表2に示 した。

定植 lヵ 月後の生育では、循環区が、いずれの調査項目
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でも、かけ流し区に比べて大きくなった。かけ流し区で

は、循環区に準じて給液管理を行つたため、生育が遅れ

たと考えられた。くん炭を用いた区は、RWを用いた区に

比べて、葉数、草丈がやや大きかつた。これは、くん炭

区の水位調節パイプを高めに設定していたことが原因と

考えられた。a当たり商品収量では、循環区、かけ流し

区に大きな差はみられなかつた。培地の比較では、くん

炭区で1000kg以上となり、RW区よりも多かつた。

試験2:図 2にタンク内pHの推移を、図3と 図4に、籾

殻くん炭区とRW区の主要要素の推移を示した。 pHおよ

び培養液中の主要要素の推移は、籾殻くん炭区とRW区に

大きな差はなかった。NO・ Nな どの濃度は、7月 下旬まで

はほぼ一定であったが、それ以降は徐々に上昇した。7

月下旬以降は、高温多日照期であつたため、 トマ トのみ

かけの吸収濃度が低下したことが原因と考えられた。ま

た、定植後のカリウムの溶出は確認されなかつた。pHの

上昇は、主要要素の濃度上昇の影響と考えられた。

図1 試験1で用いた実用規模の循環式
養液栽培システムの概略図

4 まとめ

トマトの循環式養液栽培の培地として籾殻くん炭を用

いた場合、RWに比べて循環式、かけ流し式ともに生育、

収量に大きな差はみられなかつた。また、培養液中の主

要要素についても、籾殻くん炭からの溶出による影響は

みられず、RWと 同様の推移を示した。このため、循環式

養液栽培において、籾殻くん炭は側の代替培地として利

用できる可能性があると考えられた。
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葉数 草丈 最大  個数  重量
葉長

(枚)(cm)(cm) (千個) (kg)
くん炭・循環   165976 386 624 1050
くん炭・かけ流し 142 795 302  583  1056
RW・ 循環 16 0 97 1  33 1   5.91    983
RW。 かけ流し  144865281 480 970

625   79   723   86   820   93
籾殻くん炭区の培養液組成の推移

一
N03-N 

―
NH4-N 

一
P04

一
K --ir- c r ---o- M s ―日― K ---a- C 3 +Mg

.    人     __′ メ r

卜 す

▲   /
ヘ バ
r  ‐

6.25  79  723  86  820  93

-鍛 くん炭  ― RW
図2タンク内pHの推移 (試験 1)

625    79    7.23   86   820
RW区の培養液組成の推移

―
N03-N 

―
NH4 N ―●― P04

70
65
60

ェ 55
050

4.5

40
35

18

16

14

12

Σ 10

日  8
6

4

2

0

18

16

14

12

Σ 10
日  8
6

4

2

0

図3 籾殻くん炭区の主要要素の推移 (試験2)
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図4 RW区の主要要素の推移 (試験2)


